





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































兵 法 雄 鑑
条房州之被申候、我備能し
て敵の立るを見てこれに勝と申され候事ハ
陣列を能立て敵に戦ふ様成鎖細之事ニハあ
らす、武備ニ付何一つ欠めなき事を被申
候、平生事之なき時ニ少しも油断せず、今
も一揆徒党起るべきも知れず、即刻手合出
来申様ニ調置候事武之根本ニ候、軍学と申
ハ軍之時之事と思ふハ心得違ニ候、軍学
ハ常々軍学ニ御さ候、士之事ハ一ツとして
軍学をはなれ候事ハ無之候、常より仕懸仕
くせ付置不申候軍用
学
ハ用ニ立ぬ物ニ候、先
頃も長州之禅僧長門萩之城下之物語いたし
候、萩之城地ハ北海江おし出し候城ニ而朝
鮮迄一筋ニ支なしに参られ候よしにて、萩
城より北海中拾七・八町程ニ小山一ツ有之
候、此所江士分之者百五十人・足軽三百人
毎日相詰、此小嶋を守候旨、毎日百五十人
之士に三百人之足軽ニ而ハ三番ニ交代為致
候而も士ニ三組ニ而四百五十人、足軽三百
人三組合九百人ニ候、士・足軽千三百五十
人、夫ニ従者其外中間類も差加り不申候而
ハ難相成候へハ、此小嶋計ニ常々弐千人之
手当と相見申候、然れとも僧之申所ニ候へ
ハ其実否不慥候、愚拙被存候ニハ此小嶋附
之守人士分之者百五十人、弓鉄之足軽都而
三百人、是を三番ニ番を勤、さすれハ士分
五十人足軽百人ニ而大概一備之恰好も有之
候、定而是ハ番頭差添候事ニ可有之候、勿
論此嶋を異変之為ニ取られてハ萩城之害ニ
成る嶋故ニ如此守を重く被申付之事なるへ
けれとも、乍然此嶋萩城と隔候十二・三里
ニも及候ハ丶左も可有し候へとも、わづか
に十七・八町之事なれハ常々城内よりハ嶋
之様子も目ニも見へ、城内之櫓より昼夜遠
候をいたし候ハ丶其嶋へ右のことく人数を
遣置ニも及間敷候へとも、西国筋之諸家ハ
如此守方厳重ニ候、尤異国より日本を奪ん
といたす事ハ神代も度々之事ニ而、異国之
御防之事ハ神軍伝専一之事ニ而、扶桑国之
内之国ニ相互之戦ふ事ハ国取合と名付て勝
ても負ても差る苦ニも不相成、我子供之闘
ニ而勝も負るも同し事なれ共、神代より伝
たる国を只異国之為ニ奪れてハ難成事故に
長州之萩藩も如此被備候事ニも候哉、医者
之初心なる内ハ薬もきゝ能さじも思る様に
申なし候へとも、少薬之能毒合点参、おそ
ろしめ付と療治ハねからきかぬ物ニ候、是
何故なれハ其薬之能よりハ毒之有事合点い
たし候故ニ、此薬を用ひ多くハ中り可申歟
と気を有故ニ候、軍学も左様□物にて、少
其道合点も参り候へハ実々能調へ置されハ
必急軍之時ニ間ニ不合事相見へ、此所江敵
ニ付け込れ多分ハ何となるへき、此所之空
虚へ乗込れたらバ如何なるへしと先我方々
常々守之怠り空虚かけ
ヒヅミ
斜計に目付き申もの
ニ候、此故ニ向へ懸るよりも先身之用心耳
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ニなり申候故、守成を重ニいたし候、是ハ
軍学計ニも無之惣而武芸も同し事ニ候、鑓
も太刀も薙刀も其外何に而も初心之内ハ只
敵が突たく打たき事計にて、己が足本ニ心
付不申候、向ニ計取れ申候、夫故ニ諺に申
候なま兵法大疵之基と申て、したゝかに擲
れたる多く候、追々修行参り候へハ自と敵
へ懸る事もなくなる身構を大事ニして敵と
太刀間・鑓間之内へ踏込せぬ事を知りて此
方から事を不致、敵の我切先ニかゝるを待
て其時ニ突打替故ニはずれめハ先ハ無之、
右之通能守る事を知るゆへニ何程敵急ニ打
かけ突かけて急るれ共急ニ応対いたし緩か
なるも夫ニ随ふ、然れとも是ハ常ニよく油
断なく心懸申故ニ我思ふことく変化自由ニ
成候、何程其利を申候而も其業ニ懸り候て
ハ自分ニ稽古不致利計師に聞て極意免許取
候而も一ツも用ニ難立候、俗に申候座席兵
法畑水練ニ而座敷之内にて立調ふ算木或ハ
碁石之類ニ而旗幟を拵、備候
之
立振様々の利
害申述候へハ成程一利有、尤之様ニも候へ
共、右に申候武芸の修行なとニ極意免許を
貰ふたることく実用に懸り候而ハ一つも埒
明不申候ものニ候、愚拙若き時分ハ武教全
書・兵法雄鑑ニ而も読済候へハ夫よりハ積
り物と申に懸り、積り物者譬ハ今俄に三万
石・五万石・拾万石之大名に封せられた
る、此分限ニ而武備ニ付而ハ何事も残りな
く相認可差上候と申事ニ而、夫より打かゝ
り三万石ならハ其土地之免相ならし三ツ五
分か四ツかと定、従者之積、主人の入用、
武具・馬具・雑具、城取之分間、城内家作
之心得、城外士屋敷・町屋之割方、備立・
陣取・人数割、出軍・留守居之積、籠城之
心得、兵粮積、狭間配、旗・差物・馬印・
円居之類・相印・相札、其外何から何迄一
つとして欠めなき様子、皆陣屋割・城下
割・備
侍
屋敷・町家迄も其屋敷之広狭壱分壱
間之割を以分間ニ仕立、師江差出候事ニ
而、分限積りを致可申与師申渡てよりハ同
し門弟にも相談致事不相成、我一了簡を以
積立候事ニ而、わづか三万石位之分限を積
立事ニ而も中々容易出来仕物にあらす、至
而心労いたし候事ニ候、釼鎗長刀之類之仕
合と軍学之積り物ハ同し事と而、則分限積
ハ軍学之仕合ニ候、委敷出来之上一袋ニ入
て師へ出し、師之了簡を聞候事ニ候、如此
之積り物数出来候へハ軍学之事ニ付而ハ差
支もなき様にも相成候へとも、亦其上ニ師
之好物と申事有之候、是ハ譬ハ其諸侯ニ被
封国に狩人多、鉄炮足軽直ニ召抱用られ候
へとも、士ニ取立る者なく他国之者を召抱
んとするに新家故来る者なしなとゝ申、或
ハ急ニ三万石給而三ケ月出軍用捨、四月目
より出軍可致との事なるに、其被封候国ハ
山国奥深きも土地に武具調へかたき所、ケ
様なる難題を申懸て門弟ニ軍学ニ骨を折け
る故ニ皆々精心を入て修行仕事ニ候、今時
之軍学師範之輩ハ城之縄張一ツも陣屋割一
ツも自分ニ手懸不申候、門弟子ニ申伝候事
なれハ前に申候仕合も何も不致して極意免
許をもらひ候様成事ニ而、迚も非常之用ニ
可立とも不被存候、其証拠は御当地にて軍
学師範之者も多く、前々之同心之類にて、
名古屋程之所ハなきと心得親より申伝候青
表紙之軍書を此上もなき大切之書と心得講
釈書等いたし置を夫形ニ口うつしニ申候故
ニ是又座席之上ニ而備立之利害申ことく先
夫ニ而相済様ニ候、又其者ニ寄て軍学稽古
仕候程之者ハ皆釼鎗ニ而申候ハ丶太刀之持
様鎗之身構一ツ知らぬ様成輩故ニ一ツとし
て非難打事ハなり不申候、此故ニ申伝る者
も聞者も死物之軍学ニ陥候而活物ニ出不申
候、惣而当時ハ軍学ニ極意免許之類有之
候、軍学ニ左様成事ハなき物ニ候、軍学之
極意免許ハ七書を能よミ就中孫子ニ通し敵
の模様ニ推移て能変化して勝事を覚たるよ
り外ニハ無之候、北条殿も山鹿も皆荒述之
書之内ニ其事相見申候、畢竟軍学之極意免
許之有へきいはれ曽而無之武教全書・兵法
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雄鑑之内様々之事を取集て不審を立て善を
望候へハ其時其不審之書の奥ニ一首歌を書
而送られ候、なか 〳〵にとりて見れは何
もなし、あまりに山の奥を尋てとか申候、
是ハ誠ニ兵書之至極之場ニ而神なるや 〳
〵無形に至る事ニ候、いつ迄も申伝て有形
ニからまれ候、軍学ハ実用ハ一つも無之被
存候、軍学ニも流々有之、人之能存候ハ長
沼流・楠流・的当流・宇佐見流・謙信流之
類数限りも無之候、何れも其師たる人ハ
上手故に其書も顕し、其事も能仕候へと
も、年を経るに随ふて段々伝る内ニ能事ハ
消減して仕廻、凡倍之耳に入易き事計り残
り候、其内能事歟いたして信玄・謙信之書
ハ粗相残候、其外流儀 〳〵も多く此二公
之書に基ていたし候物ニ候、尤北越流ハ備
篇ニ精く、城築ニ粗く、甲州流ハ備篇に粗
く、城取ニ精く、なとゝ申なし候、何様
ニも要鑑抄なとも備候
之
応変ハ其利有様ニ相
見申候、全体私之若き時ハ土井大炊頭殿家
来ニ宮田十郎左衛門と申者有て、東都ニ而
此者専謙信流之軍学を指南仕、私も参候、
謙信流と申候へ共其本ハ宇佐見駿河が申伝
へ候事ニ而謙信之被成候故ニ謙信流之名も
付候様ニ承候、此宇佐見流之極意と名付迅
雷・風揚之二陣ニ候、前ニも申候通何れも
敵江之入身ニ候、長蛇投撃返巽
翼 樞
櫃 断覆震
うづ之類皆面白き人数遣ひニ候、成程常々
能広場ニ而練たらハ利有へき事ニ候、北条
も山鹿も此事ハ粗く相見へ、然て北越之城
築ハ蟄亀利縄・箭龍縄・現龍縄、是を以其
利を示候事ニ而、地形ニ推移変化之利薄く
候、北条安房守之四方堅固城之図を宮田十
郎左衛門分間ニ直し候而北越之蟄亀利之縄
と申立、一枚伝授ニいたし候とて大きに閙
敷成申候、何流ニ而も実ニ心を用候而工夫
いたし候へハ夫程之事ハ有へく候、何程昔
の上手之用ひられ候書にても下手なれハ其
事をいたしかたく候、流々多皆其覚たる流
儀をよしと不致者ハなく候、是又座席之上
にて善悪を申ても闘てみねバ分らぬ事ニ而
候へハ、何流も必統にて御用ひかたき事ニ
被存候、世も末ニ成候ニ付テハ武士養武備
怠り勝ニ成、上がかれ下がはゞミ申候物ニ
候、盗賊ニ至る秀才之者出来可仕候も難計
候、大き成盗賊之発る事ならぬ程ニ武之鉾
先を研立置へき事、則武門要鑑抄巻之一国
政伝国家鎮護之段ニ候、私若き時分宮田な
と申候も国政伝を昔ハカツナハヤヒ伝と申
候、竹
武
内宿祢之書ニ固て云う事ニ而後ニカ
ツナハヤヒノ神号を恐れて国政伝と名付候
と申候、武ハ国主之政を補て無事を調へ安
全伝をなすの事と申候、或武教全書大将三
ツ之采配八幡宮神前ニ而勘助信玄江奉伝授
候旨、何れも日本国之軍事者神国なれハ左
も有へき事ニ候、とかく武備といふものハ
常々武士ハ武之外ニなく候、扶桑国ハ小国
なれ共大国の為に奪れ不申候、神国武国之
武備少も欠めなく非常を守へき国風に相見
申候、故ニ古より武之有国ハ盛、武之なき
国ハ必衰へし、是則自然之別
理
ニ候、御当地
も近頃ハ前々と違武事ハ大きニ衰へ申候、
別而明倫堂御取立候へ
上
ハ、本を懐中いたし
候へハ、人物も能き様ニ相成候故ニ自と儒
者風ニ成行、士之持前之釼鎗弓馬儀鄙之様
ニ相成候、御足軽迄も詩作をいたし其筋へ
出し、誰ハ笙を能ふく、誰ハ横笛を致稽古
候と時々流行ニ推移て其頭江申達候へハ、
頭も肝心之射打之職分なる事を打忘れて私
の組の足軽ニ詩作を仕候、或ハ簫・横笛を
吹候者出来いたし候なとゝ申募る輩多く相
成候、とかく物にかたより候ハ御当地之風
ニ候、家語に文事有者ハ必武備有、武備有
ものハ必文事有との聖語ハ至極之御儀ニ候
へ共、当時之姿にてハ上古
士
ハ左もあるへけ
れとも、中士以下ハ文事有ものハ必武備な
し、武備有もの必文事なしニ候、何卒文武
兼備ニ仕度候
− 110 −
尾張藩海防史料「赤心秘書」についての紹介・翻刻②（14）
（欄外）
「積物之事ハ前ニも認候而八重に成候へとも
其侭ニいたし置候」
（欄外）
「此積り物と申も余程心を用ひ不申候而ハ難
成候、私弟子石河伊賀守殿家来石崎喜代蔵
と申者全躰算術能仕候、夫故積り物も分間
割苦ニ致不申候、高五万石之大名之分限積
を仕候、幸葛籠之下ニ有之候、御慰ニ可懸
御目候、積り物之事ハ前ニも申候得共其通
ニ致置候」
